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羽
島
市
文
化
協
会

  

　定
期
総
会
を
開
催

森 

正
智 

氏
が
会
長
に
就
任
！

令
和
7
年
度
・
第
34
回

　
5
月
24
日
㈯
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
4
0
1

大
会
議
室
に
お
い
て
、
羽
島
市
文
化
協
会
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
事
業
や
決
算
等
の
報
告
に
加
え
、
会

則
の
改
定
・
役
員
・
今
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算

に
つ
い
て
の
議
案
は
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

理事14年

(故) 野 村々 十九一 氏 

功 労 賞

　
平
成
25
年
度
よ
り
12
年
間
会
長
を
務

め
た
後
藤
博
美
氏
が
退
任
し
、
森
正
智

氏
が
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
彰
で
は
永
年
に
わ
た
り
協

会
に
ご
尽
力
さ
れ
た
、
野
々
村
十
九
一

氏
へ
の
功
労
賞
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

会
の
終
盤
に
は
、
各
団
体
の
代
表
者
か

ら
の
活
動
紹
介
や
近
況
報
告
の
時
間
を

設
け
、
会
員
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
12
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
会
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
後
藤
博
美
氏

が
退
任
さ
れ
、
後
任
会
長
を
お
受
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
後
藤
会
長
の
お
力
で
、
文
化
協
会
の
活
動

が
大
変
活
発
に
な
り
、
運
営
体
制
の
見
直
し

も
あ
り
組
織
と
し
て
も
非
常
に
強
固
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
文
化
協
会
は
、
19
団

体
、
会
員
数
は
約
7
5
0
名
の
組
織
で
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
体
制
の
見
直
し
を
含
め
、

文
化
の
継
承
者
を
育
て
る
べ
く
、
さ
ら
な
る

改
革
を
進
め
ま
す
。

　
文
化
に
対
し
て
未
熟
者
の
私
に
託
さ
れ
た

重
責
を
ど
れ
だ
け
果
た
せ
る
の
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
て
任
務
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

羽
島
の
文
化
の
伝
承
を
願
っ
て

羽
島
市
文
化
協
会 

会
長

　
　
森
　
　
正
　
智

総会で挨拶する後藤前会長

回覧
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私
た
ち
は
演
奏
活

動
を
通
じ
て
音
楽
の

魅
力
を
届
け
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
ク
ラ
シ

ッ
ク
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う

毎
年
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
1
月
18
日
の

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
ジ
ュ

ニ
ア
の
歌
声
や
声
楽

独
唱
に
続
き
、
30
年

ぶ
り
に
再
会
し
た
三

人
娘
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
上
演
。

プ
ロ
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
安
賜
勳
先
生
を
迎

え
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
こ
う
も
り
」

で
締
め
く
く
り
、
客
席
と
一
体
と
な
っ
た
楽

し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
元
羽
島
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
お
届

け
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

連
絡
先　
笠
原　

憲
子

　
　
　

☎
0
9
0

−

7
9
1
8

−

4
7
2
7

　

音
を
楽
し

ん
で
踊
る
！

身
体
を
動
か

す
。
心
の
中

に
あ
る
想
い

や
言
葉
を
ダ

ン
ス
で
表
現

! !
ダ
ン
ス
を

通
し
て
心
身

の
健
全
育

成
・
情
操
教

育
の
大
切
さ

を
伝
え
ま
す
。

　

羽
島
市
内

外
で
開
催
さ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

に
多
数
出
演
し
、
活
動
を
広
め
て
い
ま
す
。

去
る
８
月
16
日
㈯
に
コ
ス
モ
パ
ー
ク
羽
島
で

開
催
さ
れ
た
「
ぎ
ふ
羽
島
夏
フ
ェ
ス
」
に
も

出
演
し
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

年
齢
・
性
別
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
あ
、
一
緒
に
ダ
ン

ス
を
し
ま
し
ょ
う
！
随

時
、
体
験
レ
ッ
ス
ン
受

付
中
！

連
絡
先　
坂
田　

祥
子

　
　
　

☎
０
９
０

−

１
７
８
１

−

１
８
７
７

行
事
予
定

第
38
回
岐
阜
市
民
芸
術
祭　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５

令
和
７
年
12
月
21
日
㈰

ぎ
ふ
し
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
大
ホ
ー
ル

◆ 
舞
台
芸
術
部
門

◆ 

洋
・
邦
楽
部
門

sm
ash･ dance

羽
島
市
音
楽
芸
術
協
会

劇
団
ま
さ
き

ユ
リ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

　

地
域
の
民

話
や
題
材
を

テ
ー
マ
に
演

劇
舞
台
を
作

成
し
、
定
期

的
に
公
演
を

開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
以

降
は
、
活
動

休
止
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

役
者
と
裏

方
の
両
方
が

人
手
不
足
で

す
が
、
残
っ

た
メ
ン
バ
ー

で
活
動
再
開

及
び
公
演
開

催
に
向
け
て

動
き
始
め
て

い
る
状
況
で
す
。

　

ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
（
役

者
・
裏
方
）
を

募
集
し
て
お
り

ま
す
！

　

未
経
験
者
大

歓
迎
！
ご
希
望

が
あ
れ
ば
一
か

ら
ご
指
導
い
た

し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　
豊
島　

秀
龍

　
　
　

☎
0
9
0

−

3
9
5
1

−

7
7
7
7

　

「
ダ
ン
ス
も
英

語
も
楽
し
く
学
ぼ

う
！
」
を
合
言
葉

に
羽
島
市
内
に
て

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

と
英
語
教
室
を
実

施
中
。

　

２
歳
か
ら
高
校

生
ま
で
が
毎
日
レ

ッ
ス
ン
に
励
み
、

今
年
も
「
竹
鼻
ま

つ
り
」「
ポ
ッ
プ

ス
フ
ェ
ス
タ
Ｉ
Ｎ

羽
島
」「
羽
島
市
レ
ク
フ
ェ
ス
」「
岐
阜
羽
島

駅
前
フ
ェ
ス
」
な
ど
多
数
出
演
！

　

昨
年
は
、
英
検
も
受
験
し
見
事
全
員
合
格

し
ま
し
た
！

　

只
今
、
メ
ン
バ
ー
大
募
集
中
！
ダ
ン
ス
や

英
語
が
好
き
な
キ
ッ
ズ
集
ま
れ
! !

連
絡
先　
山
本　

有
里
子

yuridance0305@
gm
ail.com

（
メ
ー
ル
ま
た
は
イ
ン
ス

タ
Ｄ
Ｍ
に
て
）

竹鼻まつり

羽島市レクフェス

公演の様子

行
事
予
定

第
38
回
羽
島
市
音
楽
芸
術
協
会
定
期
演
奏
会

令
和
８
年
2
月
8
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
み
の
ぎ
く
ホ
ー
ル
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羽
島
子
ど
も
太
鼓
ク
ラ
ブ

美
濃
の
国
羽
島
太
鼓
打
ち
手
の
会

羽
島
市
邦
楽
連
盟

　

「
皆
で
楽
し

く
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
親
子
で
活

動
し
て
お
り
、

日
々
練
習
を
重

ね
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
感
じ

て
い
ま
す
。
近

隣
の
子
ど
も
太

鼓
グ
ル
ー
プ
が

集
結
し
、
毎
年

ぎ
ふ
「
太
鼓
」

ふ
る
さ
と
ま
つ

り
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
も

不
二
羽
島
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

メ
ン
バ
ー
募
集

中
！　

見
学
・
体

験
常
時
Ｏ
Ｋ
！

　

一
緒
に
諦
め
な

い
強
い
精
神
を
育

み
ま
し
ょ
う
！

練
習
日
＝
毎
週
金
曜
日
19
時
～
21
時

場　

所
＝�

竹
鼻
南
コ
ミ
セ
ン
、
下
中
・
は
し

ま
コ
ミ
セ
ン

連
絡
先
　
田
路　

京
子

　
　
　

☎
0
9
0

−

4
4
4
1

−

0
3
5
7

　

平
成
５
年
９
月

に
羽
島
市
の
公
募

に
よ
る
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
結
成
。
以

来
、
自
主
公
演
や

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
、
精

力
的
に
活
動
を

続
け
て
き
ま
し

た
。
毎
年
夏
に
開

催
し
て
い
る
体
験

型
和
太
鼓
イ
ベ
ン

ト
『
夏
打
Ｄ
Ｏ

Ｎ
‼
』
で
は
、
来
場
者
に
よ
る
大
太
鼓
体
験

を
実
施
。
毎
年
３
月
に
は
、
恒
例
の
自
主
公

演
『
羽
島
太
鼓
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
』
を
開
催
し
、
和

太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
に

１
回
、
小
学
４

年
生
～
中
学
３

年
生
を
対
象
と

し
た
和
太
鼓
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
な

ど
、
和
太
鼓
の

普
及
と
後
継
者

の
育
成
活
動
に

力
を
注
い
で
い

ま
す
。

入　

会
＝
高
校
生
以
上（
中
学

　
　
　
　

生
は
条
件
付
き
）

練
習
場
所
＝�

不
二
羽
島
文
化
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
リ
ハ
ー
サ
ル
室

連
絡
先　
久
野　

修
平

　
　
　

☎
0
8
0

−

3
0
7
0

−

1
7
2
2

　

邦
楽
の
普
及
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
「
邦
楽
の
祭
典
」
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
連
盟
設

立
45
周
年
と
い
う
こ
と
で
記
念
総
会
を
４
月

に
開
催
。「
第
20
回
邦
楽
の
祭
典
」
は
、
特

別
ゲ
ス
ト
の
「
旭
雅
楽
会
」
を
お
招
き
し
素

晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
11
月
23
日
㈰
に
不
二
羽
島
文
化

セ
ン
タ
ー
に
て
、「
第
21
回
邦
楽
の
祭
典
」

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
邦
楽
の
継
承
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

若
年
層
の
方
の
入
会
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

連
絡
先　
田
路　

京
子

☎
０
９
０

−

４
４
４
１

−

０
３
５
７

　

コ
ー
ラ

ス
・
ウ
ク
レ

レ
・
ギ
タ
ー

な
ど
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
や

フ
ラ
ダ
ン
ス

を
楽
し
み
な

が
ら
、
羽
島

市
の
音
楽
文

化
の
普
及
と

向
上
を
目
標

に
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

4
月
に
は
、
竹
鼻
別
院
で
の
「
美
濃
竹
鼻

ふ
じ
ま
つ
り
」
に
多
数
の
会
員
（
個
人
や
団

体
）
が
出
演
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
不

二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ

ン
サ
ー
ト
や
ウ
ク
レ
レ
サ
マ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク

等
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

主
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、「
オ
ー
タ
ム

コ
ン
サ
ー

ト
」
を
11
月

16
日
㈰
に
開

催
し
、
会
員

間
の
交
流
を

図
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、

様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
予
定

し
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆

様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先　
岡
田　

茂

　
　
　

☎
0
9
0

−

9
1
2
2

−

8
8
0
3

行
事
予
定

ぎ
ふ
「
太
鼓
」
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

令
和
７
年
12
月
14
日
㈰

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
み
の
ぎ
く
ホ
ー
ル

羽
島
市
音
楽
連
盟

美濃竹鼻ふじまつりでの演奏の様子

竹鼻川町ふれあいサロンの様子

客席と舞台が一体となった邦楽の祭典

羽島太鼓LIVE
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羽
島
市
詩
吟
協
会

羽
島
市
日
本
伝
統
芸
能
継
承
者
育
成
の
会

竹
鼻
別
院
の
藤
を
守
る
会

平
方
勢
獅
子
保
存
会

　

私
た
ち
は
、
世
界
に
誇
れ
る
数
々
の
日
本

の
伝
統
芸
能
の

存
続
を
願
っ
て
、

地
域
の
伝
統
芸

能
継
承
に
尽
力

さ
れ
て
お
ら
れ

る
方
々
と
力
を

合
わ
せ
て
、
羽

島
の
地
に
引
き

継
が
れ
て
い
る

伝
統
芸
能
を
紹

介
し
、
継
承
者

育
成
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
写
真
は
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
で
す
）

連
絡
先
　
後
藤　

隆
博

　
　
　

☎
0
9
0

−

7
0
4
0

−

0
5
1
0

　

今
か
ら
三
十
年
ほ
ど
前
に
は
枯
れ
る
寸
前

ま
で
衰
弱
し
、
今
の
様
な
花
が
咲
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
会
員
の
懸
命
な
努
力
に
よ
り
復

活
を
遂
げ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
竹
鼻
別
院
の
フ
ジ
を
守

っ
て
下
さ
る
方
を
募
集
中
！
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
平
古　

直
樹

　
　
　

☎
0
9
0

−

3
9
3
8

−

6
3
0
6

　

平
方
勢
獅
子
は
、
県
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
10
月
の

第
２
日
曜
日
に
福
寿
町
平
方
の
八
幡
神
社
の

境
内
に
て
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で
計
７
つ
の
奉
納
の
舞
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
10
月
12
日
に
奉
納
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
！
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
髙
橋　

英
樹

　
　
　
　

☎
0
5
8

−

3
9
8

−

1
4
6
3

　

当
初
は
、
羽

島
市
邦
楽
連
盟

に
所
属
し
て
い

ま
し
た
が
、
詩

吟
会
員
の
増
加

に
よ
り
独
立
し
、

羽
島
詩
吟
協
会

が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。
令
和

元
年
ま
で
は
、

市
が
主
催
す
る

「
羽
島
市
民
音

楽
祭
」に
出
演
・

協
力
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

最
盛
期
は
、
計
15
の
流
派
が
あ
り
ま
し
た

が
、
会
員
数
の
減
少
で
現
在
は
５
流
派
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
年
１

回
の
「
一
吟
会
」
開
催
に
向
け
て
、
日
々
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
10
月
18
日
㈯
に

正
木
町
須
賀
公

民
館
に
て
、「
一

吟
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

一
人
で
も
で

き
る
一
生
の
趣

味
と
し
て
、
楽

し
め
る
の
が
詩

吟
で
す
！

　

ご
興
味
の
あ

る
方
は
「
一
吟

会
」
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　
浅
井　

廣
安

　
　
　

☎
0
9
0

−

9
2
6
5

−

6
9
3
1

◆ 

文
化
財
部
門

五人持ち

一吟会
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竹
鼻
祭
山
車
保
存
会

羽
島
市
美
術
協
会

羽
島
市
視
聴
覚
ク
ラ
ブ

羽
島
市
文
芸
協
会

　

竹
鼻
ま
つ
り
の
山
車
は
全
部
で
13
両
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
江
戸
時
代
の
後
期
よ

り
建
造
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
明
治
時
代
の
濃

尾
地
震
に
よ
っ
て
半
数
近
く
が
焼
失
し
ま
し

た
が
、
再
建
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
５
月
３
日
の
八
劔
神
社
の
例
大
祭
で

は
、
全
両
の
う
ち
半
数
が
町
内
一
円
を
曳
行

し
、
残
り
は
町
内
各
所
に
お
い
て
展
示
さ
れ

ま
す
。
こ
の
動
く

県
の
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
を
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
普
段
は

青
山
ス
ク
エ
ア
隣

の
山
車
会
館
に
て

常
設
展
示
し
て
お

り
ま
す
。

連
絡
先
　
小
森　

博
昭

　
　
　

☎
0
9
0

−

3
4
5
8

−

7
1
6
2

　

本
協
会
の
活
動
の
柱

で
あ
る「
美
術
協
会
展
」

を
２
月
に
開
催
し
ま
し

た
。
全
５
部
門
の
作
品

を
一
堂
に
展
示
し
、
会

員
と
来
場
者
の
良
き
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
の
研
修
旅
行
で

は
、
京
都
嵐
山
に
あ
る

福
田
美
術
館
に
て
「
京

都
の
巨
匠　

木
島
櫻
谷
」
の
作
品
を
鑑
賞
し
、

渡
月
橋
周
辺
を
散
策
し
な
が
ら
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
、
洋
画
部
会
員
に
よ
る
「
洋
画

部
展
」
を

開
催
し
ま

し
た
。

　

会
場
は

多
く
の
人

で
賑
わ
い
、

個
性
豊
か

な
作
品
の

数
々
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
協
会
展
や
市
役
所
展

示
ス
ペ
ー
ス
で
の
会
員
作
品
の
展
示
が
、
文

化
交
流
の
場
と
し
て
市
民
の
皆
様
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先
　
小
畑
　
恭
子

　
　
　

☎
0
9
0

−

8
5
4
5

−

3
5
8
8

　

当
ク
ラ
ブ
は

結
成
し
て
30
年

が
過
ぎ
、
メ
ン

バ
ー
の
高
齢
化

と
と
も
に
会
員

も
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、

日
々
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

今
年
の
６
月
に

は
「
エ
イ
ヤ
ー
! !
エ
イ
ヤ
ー
! !
」
の
掛
け
声

で
始
ま
る
、
八
劔
神
社
で
の
「
御
神
木
奉
迎

送
」
の
撮
影
依
頼
を
受
け
、
撮
影
を
行
い
ま

し
た
。
様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を

撮
影
・
保
存
し
、
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と

は
当
ク
ラ
ブ
の
誇
り
で
す
。

　

今
後
も
、
市
内
外
を
問
わ
ず
よ
り
多
く
の

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
撮
影
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
撮
影
依
頼
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
共
に
撮
影
や
編
集
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
田
中　

正
彦

　
　
　
　

☎
0
5
8

−

3
9
1

−

7
4
7
1

　

短
歌
と
俳

句
の
５
グ
ル

ー
プ
で
構
成

し
、
そ
れ
ぞ

れ
月
１
回
の

勉
強
会
を
持

ち
研
鑚
に
励

ん
で
い
ま
す
。

ふ
じ
ま
つ
り

･
羽
島
美
濃

菊
展
に
協
力
、

そ
し
て
コ
ス

モ
パ
ー
ク
羽

島
に
設
置
さ

れ
て
い
る
投

句
箱
の
選
お
よ
び
展
示
の
入
れ
替
え
を
四
季

ご
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
研
修
会
で
は
「
宝
暦
治

水
」
２
７
０
年
に
あ
た
り
水
と
の
戦
い
で
あ

っ
た
当
時
を
偲
び
別
院
に
て
講
演
と
勉
強
会

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
聖
徳
太
子
が

創
設
し
た
と
い
わ
れ
る
羽
島
最
古
の
寺
「
西

方
寺
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
　
石
原　

敏
子

　
　
　
　

☎
0
5
8

−

3
9
8

−

6
5
2
2

◆ 

美
術
工
芸
部
門

◆ 

文
芸
文
学
部
門

行
事
予
定

第
47
回
羽
島
市
美
術
協
会
展

令
和
８
年
２
月
19
日
㈭
～
２
月
22
日
㈰

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
室（
円
空
）

研修旅行

曳き揃え（松山大浦線にて）山車会館

洋画部展

美術協会展

竹鼻別院 研修会

コスモパーク羽島 投句箱

富士山研修旅行
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羽
島
水
音
吟
社

　

下
中
町
石
田
願
照
寺
の
境
内
に
は
、
松
尾

芭
蕉
の
句
碑
や
美
濃
派
獅
子
門
再
和
派
道
統

の
句
碑
・「
下
中
島
水
音
分
社
」
歴
代
社
長

の
句
碑
が
立
ち
並
ぶ
筆
塚
が
あ
り
ま
す
。（
羽

島
市
指
定
史
跡
）

　

私
た
ち
会
員
は
、
毎
年
芭
蕉
翁
の
忌
日
に
、

こ
の
筆
塚
の
前
で
、
読
経
・
焼
香
・
会
員
の

手
向
け
句
披
露
等
を
行
い
、
筆
塚
を
供
養
す

る
と
と
も
に
芭
蕉
翁
の
遺
徳
を
偲
ん
で
お
り

ま
す
。
今
年
も
11
月
12
日
㈬
に
願
照
寺
に
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
ま
で
は
、
会
員
が
連
句
一
巻
を

巻
き
上
げ
「
翁
忌
・
正
式
俳
諧
興
行
」
を
執

り
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
、
会

員
の
高
齢
化
等
に
伴
い
、
現
在
こ
ち
ら
の
活

動
は
休
止
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

連
句
に
ご
興
味
・
ご
関
心
を
お
持
ち
の
方

は
、
ご
一
緒
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
羽
島

の
俳
諧
の
伝
承
と
発
展
に
、
ぜ
ひ
お
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　
松
永　

祥
男

　
　
　
　

☎
0
5
8

−

3
9
8

−

8
3
7
5

　

伝
統
文
化
で
あ

る
「
茶
道
」
に
関

心
を
持
ち
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
様
々
な
場
所

で
活
動
し
て
い
ま

す
。
次
世
代
へ
の

継
承
と
し
て
「
子

ど
も
茶
道
教
室
」、

初
心
者
・
経
験
者

向
け
の
「
茶
道
講

座
」、
留
学
生
を
対
象
と
し
た
国
際
交
流
協

会
主
催
の
「
茶
道
体
験
」、
地
域
の
夏
祭
り

等
に
参
加
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

恒
例
の
美
濃
竹
鼻
ふ
じ
ま
つ
り
呈
茶
席
は
、

市
内
の
方
以
外
に
も
市
外
や
海
外
の
方
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
大
変
好
評
で
順

番
待
ち
が
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

11
月
30
日

㈰
に
は
、
第

46
回
羽
島
市

民
茶
会
を
開

催
し
、
趣
向

を
こ
ら
し
た

茶
席
に
て
、

大
勢
の
方
々

に
至
福
の
一

服
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

連
絡
先
　
炭
竃　

公
代

　
　
　
　

☎
0
5
8

−

3
9
2

−

6
7
7
5

　

私
た
ち
が
生
け
る
お
花
は
、
古
典
花
か
ら

現
代
花
ま
で
幅
広
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

家
屋
の
床
の
間
に
飾
る
も
の
と
し
て
発
展
し

て
き
た
も
の
が
、
建
築
様
式
の
変
化
に
伴
い

花
の
型
も
変
化
し
、
進
化
し
て
い
る
た
め
で

す
。

　

各
流
派
で
生
け
る
花
の
型
は
様
々
で
も
、

伝
統
を
守
り
、
将
来
に
残
そ
う
と
す
る
気
持

ち
は
皆
同
じ
で
、
日
々
精
進
し
て
お
り
、
そ

の
成
果
を
披
露
す
べ
く
毎
年
華
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
４
月
27
日
㈰
に
不
二
羽
島
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
多
く
の
来
場
者

や
同
好
の
方
々
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
い
け
花
に
ご
興
味
を
持
た

れ
ま
し
た
方
は
、
お
近
く
の
本
連
盟
会
員
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　
橋
本　

圭
史

　
　
　

☎
0
8
0

−

6
9
6
7

−

6
4
1
8

羽
島
市
茶
道
連
盟

羽
島
市
華
道
連
盟

ぎ
ふ
羽
島
駅
前
フ
ェス
２
０
２
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
協
力

◆ 

生
活
文
化
部
門

茶道講座

華展風景

ユリダンスセンター

翁忌（願照寺にて）

　

11
月
８
日
・
９
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ぎ
ふ

羽
島
駅
前
フ
ェ
ス
２
０
２
５
」
に
、
文
化
協

会
に
所
属
す
る
３
団
体
が
出
演
し
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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所
属
す
る
部
員
数
は
18
名
。

　

週
に
３
回
活
動
し
て
お
り
、
文

科
学
部

文
化
創
作
部（
書
道
）

放
送
部

　

所
属
す
る
部
員
数
は
21
名
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
系
文
化
部
と
し

て
、
気
張
ら
ず
の
ん
び
り
続
け
ら

れ
る
部
活
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
週
２

回
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
は
、
発
声
練
習
や
お
昼
の

放
送
の
企
画
を
考
え
る
の
が
主
な

活
動
で
、
先
輩
後
輩
関
係
な
く
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
文
化
祭
や
高
校
見
学
会
等

の
学
校
行
事
で
は
司
会
を
務
め
、

校
外
で
も
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
放

送
講
座
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
部

員
の
中
に
は
、
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　

所
属
す
る
部
員
数
は
13
名
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
展
覧
会
に

向
け
た
個
人
作
品
の
制
作
と
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
練
習
で
す
。

個
人
作
品
の
制
作
は
、
部
員
一
人

一
人
が
展
覧
会
で
の
入
賞
や
入
選

を
目
指
し
、
練
習
を
重
ね
て
い
ま

す
。
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、

大
会
へ
の
出
場
以
外
に
校
内
や
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
し
て
い
ま

す
。

　

「
令
和
６
年
度
岐
阜
県
青
少
年

美
術
展 

青
年
部
」
で
優
秀
賞
、「
第

55
回
羽
島
市
美
術
展 

一
般
の
部
」

で
優
秀
賞
及
び
秀
作
賞
、「
第
４

回
全
国
高
校
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
グ
ラ
ン
プ
リ 

東
海
大
会
」
で

は
３
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
文
字
の
完
成
度
や
全

体
の
動
き
を
そ
ろ
え
る
な
ど
の
こ

だ
わ
り
を
大
切
に
、
文
字
の
美
し

さ
を
追
求
し
、
伝
統
的
な
日
本
の

書
道
技
術
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

へ
の
参
加
を
目
指
す
部
員
も
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
お
昼
の
放
送
や
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

化
祭
前
や
研
究
発
表
前
は
、
毎
日

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
は
、
身
近
な
実
験
や
部
全

体
で
研
究
テ
ー
マ
を
決
定
し
、
研

究
発
表
に
向
け
た
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
「
第
20
回
Ａ
Ｉ
Ｔ

サ
イ
エ
ン
ス
大
賞
」
で
優
秀
賞
、

令
和
５
年
度
「
第
67
回
岐
阜
県
児

童
生
徒
科
学
作
品
展
」
で
も
優
秀

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

高
文
連
自
然
科
学
系
部
活
動
研

究
発
表
・
交
流
会
な
ど
へ
積
極
的

に
参
加
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発

表
す
る
こ
と
で
、
発
信
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
に
関
連
し
た
テ

ー
マ
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
岐
阜
県
立
羽
島
高
等
学
校
（
以
下
・
羽
島
高
校
）
の
文
化

系
部
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
現
在
、
科
学
部
、
放
送
部
、
文
化
創
作
部
（
書

道
・
美
術
・
茶
華
道
）
、
吹
奏
楽
部
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地

域
活
動
に
参
加
す
る
「
S
ク
ラ
ブ
」
の
５
つ
の
部
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　
運
動
系
の
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
勝
敗
が
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
発
表
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
日
々
の
活
動
の
成
果

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
身
近
な
羽
島
高
校
の
文
化
系
の
部
は
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
活
動
の
状
況
を
２
回
に
分

け
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

羽
島
高
校
の
文
化
活
動
は
今
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賛
助
会
員
ご
紹
介

（
企
業
・
団
体
）

㈱
岩
田
鉄
工
所
、
㈱
大
垣
共
立
銀
行
羽
島
支
店
、
大
島
商
事
㈱
、
㈱
カ
ミ
ノ
、

㈱
川
瀬
組
、
カ
ワ
ボ
ウ
テ
キ
ス
チ
ャ
ー
ド
㈱
、
岐
阜
信
用
金
庫
羽
島
支
店
、

ぎ
ふ
農
業
協
同
組
合
、
岐
阜
羽
島
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
㈱
、

嶋
崎
公
認
会
計
士
事
務
所
、
㈱
十
六
銀
行
羽
島
支
店
、
㈱
大
一
テ
ク
ノ
、

大
同
印
刷
㈱
、
㈻
高
砂
学
園
、
竹
鼻
祭
山
車
保
存
会
、
㈱
ト
ー
カ
イ
、

田
路
特
殊
硝
子
研
究
所
、
ト
バ
ナ
産
業
㈱
、
㈱
中
日
本
住
宅
サ
ー
ビ
ス
、

西
垣
ポ
ン
プ
製
造
㈱
、
日
興
製
薬
㈱
、
日
東
工
業
㈱
、
羽
島
顆
粒
工
業
㈱
、

羽
島
商
工
会
議
所
、
㈲
羽
島
寝
装
、
羽
島
動
物
病
院
、

羽
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
長
谷
虎
紡
績
㈱
、
原
商
事
㈱
、

フ
ァ
イ
ン
テ
キ
ス
タ
イ
ル
㈱
、
福
寿
工
業
㈱
、
不
二
精
工
㈱
、
㈱
文
溪
堂
、

丸
栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
、
㈱
美
濃
商
会
、
㈱
森
製
作
所
、
㈱
森
電
気
商
会
、

森
白
製
菓
㈱
、
㈱
山
田
組

（
個
人
）

飯
田
耕
一
郎
、
加
藤
　
雅
之
、
黒
田
　
　
勝
、
小
森
　
博
昭
、
坂
田
田
壽
子
、

田
路
　
京
子
、
橋
本
　
圭
史
、
長
谷
　
和
治
、
坂
　
　
秀
巳
、
不
破
　
　
洋

　
文
化
協
会
は
、
平
成
4
年
に
発
足
し
、
現
在
19
団
体
（
会
員
数
約
７
５
０
名
）
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
文
化
意
識
が
豊
か
に
な
る
事
業
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
引
き
つ
づ
き
ご
支
援
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、
新
規
賛
助
会
員
の
募
集
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
会
費
（
企
業
・
団
体
）
一
口
一
万
円
　
（
個
人
）
一
口
三
千
円

新
規
賛
助
会
員
募
集
の
ご
案
内

令
和
７
年
10
月
21
日
現
在
の
も
の
で
す
。

　（
五
十
音
順・敬
称
略
）

　新
規
の
方
も
含
め
左
記
の
方
々
か
ら
ご
賛
助
を
頂
き
ま
し
た
。
文
化
の
向
上
の
た
め
、

有
意
義
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

羽島市邦楽連盟
　　岩　田　千　春
羽島市詩吟協会
　　浅　井　廣　安
羽島子ども太鼓クラブ
　　田　路　京　子
竹鼻祭山車保存会
　　小　森　博　昭

名誉会長
顧　　問

常任顧問

松　井　　　聡（市長）
藤　本　恵　司（県議会議員）
後　藤　國　弘（市議会議長）
小　森　博　昭（自治委員会長）
不　破　　　洋（文化財審議会長）
森　　　嘉　長（教育長）
森　　　充　広（前副会長）
後　藤　博　美（前会長）

会　　長
副　会　長
会　　計
理　　事
監　　事
委　　員
事務局長

森　　　正　智
堀　　　登司仁
豊　島　秀　龍
理事は下表のとおり
小　森　博　昭　・　髙　橋　英　樹
委員は下表のとおり
丸　山　靖　生

令和7･8年度　羽島市文化協会役員及び委員会紹介

理　事
smash･dance
　　坂　田　田壽子
羽島市美術協会
　　小　畑　恭　子
羽島市華道連盟
　　橋　本　圭　史
羽島市音楽芸術協会
　　和　田　真由美

羽島市音楽連盟
　　岡　田　　　茂
竹鼻別院の藤を守る会
　　平　古　直　樹
美濃の国羽島太鼓打ち手の会
　　國　枝　篤　志
羽島市文芸協会
　　石　原　敏　子

平方勢獅子保存会
　　髙　橋　英　樹
羽島市視聴覚クラブ
　　田　中　正　彦
ユリダンスセンター
　　山　本　有里子
羽島市茶道連盟
　　炭　竃　公　代

劇団まさき
　　豊　島　秀　龍
羽島水音吟社
　　松　永　祥　男
羽島市日本伝統芸能継承者育成の会
　　後　藤　隆　博 
   

総務委員会 事 業 委 員 会
平　古　直　樹（竹鼻別院の藤を守る会）
國　枝　篤　志（美濃の国羽島太鼓打ち手の会） 
岩　田　千　春（邦楽連盟）
小　畑　恭　子（美術協会）
後　藤　隆　博（日本伝統芸能継承者育成の会）
山　内　友　美（音楽連盟）
渡　部　志　保（美濃の国羽島太鼓打ち手の会） 
浅　野　和　可（美術協会）
髙　橋　奈　巳（平方勢獅子保存会）

委員会と委員 ◎委員長　〇副委員長

広 報 委 員 会
坂　田　田壽子（smash・dance）
橋　本　圭　史（華道連盟）
浅　井　廣　安（詩吟協会）
松　永　祥　男（羽島水音吟社）
山　本　有里子（ユリダンスセンター）
加　藤　友　香（音楽芸術協会）
黒　田　美枝子（視聴覚クラブ）
山　方　洋　子（羽島水音吟社）
緒　方　房　子（文芸協会）
鈴　木　英　治（劇団まさき）
渡　辺　　　楓（ユリダンスセンター）
溝　口　清　子（華道連盟）
川　柳　雅　裕（竹鼻別院の藤を守る会）

岡　田　　　茂（音楽連盟）
炭　竃　公　代（茶道連盟）
和　田　真由美（音楽芸術協会）
田　路　京　子（子ども太鼓クラブ）
田　中　正　彦（視聴覚クラブ）
石　原　敏　子（文芸協会）
髙　田　幸　子（邦楽連盟）
井　口　美　好（詩吟協会）
六　鹿　政　子（子ども太鼓クラブ）
節　田　　　裕（竹鼻祭山車保存会）
坂　田　祥　子（smash・dance）
田　中　園　子（茶道連盟）
山　田　清　二（日本伝統芸能継承者育成の会）

◎
○

◎
○

◎
○


